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は じ め に                                             

地域の商店街の多くは、後継者難、来街者の高齢化や減少、空き店舗の増加な

どの問題を抱えており、賑わいの創出をはじめ、買い物弱者対策、空き店舗対策

や地域コミュニティの活性化への取組が求められています。 
道では、平成２４年に制定した「北海道地域商業活性化条例」に基づき、地域

の関係者が一体となって取り組む賑わい創出、買い物弱者支援や空き店舗を活用

したモデル的な取組への支援を行ってきたほか、道施策の活用や買い物弱者対策

などの事例を広く紹介するとともに、国、道、市町村等の各種施策の効果的な活

用を促してきたところです。 
地域においては、これらの施策を積極的に活用した買い物弱者対策や空き店舗

を活用した新たな交流拠点づくりなどの取組が見られますが、これらのモデル的

な取組の全道への波及が今後の課題となっています。 
特に、多くの地域において、中心市街地やその中核を担う商店街の活性化を阻

む「空き店舗」の解消が喫緊の課題となっていますが、空き店舗を活用した取組

については、集客の継続性や運営体制・採算の確保等の面で課題を抱えている例

も少なくありません。 
商店街の活性化に繋がる持続的な取組とするためには、地域の実情やニーズに

応じて、行政と民間の連携・協働による取組や複合的なサービスを検討・実現し

ていく必要があると考えており、この度、地域の皆様にご協力いただき、空き店

舗や空き地の活用事例集を作成しました。 
今後、こうした取組に挑戦する市町村や商店街をはじめ、地域の関係者の皆様

の検討の際の参考としていただけると幸いです。  
平成２８年 ３月                         北海道経済部地域経済局中小企業課   



目   次      
１ 「プラザ深川」（深川市・深川市商店街振興組合連合会）          ・・・・・・・・ １ 

～多くの深川市民に愛される地域交流施設へと成長～  
２ 地域交信カフェ「Three Café」（札幌市南区・石山商店街振興組合等）・・・・・・ ２ 

～東海大学生による「地域住民の交流」と「地域の魅力」を発信するカフェ～  
３ 「皐月蔵（さつきぐら）チャミセ」（江差町・江差歴まち商店街協同組合）  ・・・・・ ３ 

～いにしえ街道に地域住民の活動・交流拠点オープン～  
４ 「ふれあいサロン ほっとな～る」（室蘭市・中島商店会コンソーシアム）・・・・・・ ４ 

～多世代が訪れる商店街を目指し、室蘭工大や医師会等とのコラボレーション～ 

 

５  「まちなか縁側プロジェクト」（芽室町・芽室町商店会連合会） ・・・・・・・・・・ ５ 

～賑わい創出に向け、空き店舗を町民に無料開放～ 

 

６  まちなかサロン恋問（こいとい）（根室市・根室市中心市街地活性化推進協議会）・・・ ６ 
～市民が自由に利用できる「憩いの場所」、「土曜市」の開催～ 

     
７ 麻生キッチンりあん （札幌市北区・麻生商店街振興組合等） ・・・・・・・・・・・ ７ 

～藤女子大学生等とのコラボレーションによる学習支援・食育活動の展開～ 

 

８ コミュニティ施設「にこぴあ」（札幌市西区・発寒北商店街振興組合） ・・・・・・・ ８ 
～子どもから子育て世代、高齢者などが利用する世代間交流施設の誕生～ 

 

９  高齢者・障がい者と協働・共生する商店街づくり 

              （帯広市・帯広電信通り商店街振興組合）・・・・・・・・・ ９ 

 

 

  
10 小樽堺町通り観光案内所（小樽市・小樽堺町通り商店街振興組合）  ・・・・・・・・ 10 

～「小樽のおもてなし」が出来るよう商店街に観光案内所をオープン～ 

 

11  「るもいプラザ」（留萌市・留萌商店街振興組合連合会）  ・・・・・・・・・・・・ 11 

～賑わい創出を目指して複数店舗の誘致、チャレンジショップの設置～ 

 

12  利尻 島の駅「海藻の里・利尻」（利尻町・ＮＰＯ法人利尻ふる里・島づくりセンター） 12 
～利尻島が有している地域資源の魅力発信～ 

 

13  「ぷらっと。てついち」＆「テクノアゴラ」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

（室蘭市・輪西商店街振興組合等） 

～市民参加のまちづくりを目ざし、鉄のまちに複合商業施設、 

室蘭工業大学サテライトキャンパスを実現～ 

 

14 「コミュニティプラザ☆ぷらっと」（陸別町・陸別町商工会）  ・・・・・・・・・  14 

～安全・安心な生活環境づくりのため、不足業種を補完した複合施設をオープン～ 

 

15 「釧路まちなかコンシェルジュくるる」（釧路市・くしろ北大通商店街振興組合）・・ 15 

～地元産品にこだわったメニューを提供するコミュニティカフェ～ 

地域コミュティの場づくり 

住民、観光客への利便性向上 

子ども、障がい者、高齢者等との共生 



  

- 1 - 

 

■ 市民の交流施設「プラザ深川」の誕生 
 深川市の中心市街地のほぼ中央に昭和１２年

に建築された旧拓銀店舗がある。拓銀が破綻した

後、北洋銀行に店舗として引き継がれ、支店閉鎖

後は、深川市が所有、管理してきた。まさに商店

街の中心部にあることから、商店街連合会が市に

対して、その利活用について要望し、５年前から

市民と商店街の交流施設として「プラザ深川」が

生まれ変わることとなった。 

  

■ 多くの市民が利用するプラザに成長 

 このプラザを実際に運営しているのは、市から

管理運営を受託した深川市商店街振興組合連合

会。プラザの機能は、１階がバス待合所と市民が

自由に使えるフリースペース。２階が会議室で、

３階が貸し事務所と他の施設と比べてみても目

新しいところはない。 

ところが、昨年度の利用実績をみるとあまりの

数の多さに驚く。１階フリースペースの利用件数

は催事等で６０件、実に８万人が利用している。 

深川市人口のおよそ４倍弱に匹敵する人数で

ある。この秘訣は、多分に、魅力あるイベントが

多く、住民が集まりやすい仕組みにある。 

例えば、市民主催のイベントでは、毎週木曜日              

に農産品の即売会「ぽっかぽかであい市」が開催 

され、開始前には「高齢者サロン」による健康体 

 

 

操やビンゴ大会なども催される。また、深川東高

で収穫した農産物等の即売会をはじめ、チャリテ

ィバザー、市民によるミニコンサートや展示会な 

どメニューは盛りだくさん。 

これらに加えて商店街では、小学校授業の一環

として実施している商店街探訪をはじめ商店街

に隠されたキーワードを探し歩く「キナンセのい

たずら」や、チケットを買ってお店をめぐる催し

ふかがわ「街ぶら」のイベント拠点となっており、

人が集まり、自然と商店街を回遊する仕組みが出

来上がっている。  
■ 今後の課題 
こうした取組は、商店街へも良い影響を与えて

いる。空き店舗への出店が、毎年１件程度だった

のが、今年はすでに３件を数えるなど情報の発信

拠点として「プラザ深川」を活用する事による効

果が着実に出始めてきているが、空き店舗問題の

抜本的な解決には至っていない。国道１２号線に

位置する道の駅「ライスランドふかがわ」に来た

多くのお客様を商店街にも環流させるため、商店

街は、平成２７年度で 2回目となる、商店街謎解

きゲーム「キナンセのいたずら」を実施している。

今後は市外からのお客様・地域住民・学生・各種

団体・商店街など人々の交流の場としての利用を

考えていきたい。 

照会先     ■深川市商店街振興組合連合会 

（運営主体等）   深川市４条９番４０号プラザ深川内 

          ＴＥＬ 01６４-２３-４５９５ 

      

１．「プラザ深川」    （深川市・深川市商店街振興組合連合会） 
～ 多くの深川市民に愛される地域交流施設へと成長 ～ 

「ぽっかぽかであい市」の健康体操 
深川東高即売会 
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■ 交流の輪を広げる石山商店街 

 商店街振興組合が入居している「石山振興会

館」は、昭和４４年に廃止された定山渓鉄道の石

切山駅舎だ。駅舎の名が示すとおり、この地域に

は、かつて北海道開拓を支えた札幌軟石採掘場が

あった。 

商店街では、これまで月２回土曜日開催の朝市

をはじめ、月１回金曜日開催の介護予防体操など

を行う「コミュニティサロン駅」や店主等が講師

となって行う「まちゼミ」など、日ごろから地域

住民との交流を大事にした地道な活動を行って

きた。 

 

■ 地域交信カフェの登場 

 開店のきっかけは、一人の東海大学生のカフェ

をやってみたいというアイデアから。札幌市の商

店街活性化アイデアコンテストでの準グランプ

リ獲得を契機に、そのとき獲得した賞金を元手に

平成２７年２月に「Three Café」をオープン。

運営するのは、学生中心の地域カフェ研究会だ。 

ところが、このカフェが単なる創業話にとどま

らないのは、彼らの豊かな発想にある。このカフ

ェの目指すところを地域の「人々」と「魅力」と

の接点をつくる交流の場、魅力を発信する場とし 

 

 

たところだ。彼らはこれを地域交信カフェ（交流

と発信）と呼んで、店の基本的方針に据え、積極

的に商店街活動に参画してきた。 

学生のこうした発想は、当然、商店街が進める

活動にもマッチしており、店舗探しから運営、イ

ベントへの参加など、開店からここまで商店街と

一緒になって活動してきた。 

 

 

 

 

■ これからも地域に溶け込んだ活動を 

 開店以来、「地域交信カフェ」の名のとおり、常

盤地区農家の産直販売や商店街組合員のパン、ク

ッキーなどをカフェ内で販売し、この地域の魅力

を常に発信し続けている。また、絵画展やコンサ

ートの開催など町内会と連携した取組も見られ

る。こうした活動を通じ、自然に地域の人々との

交流が産まれ、店にはいつも住民が気軽に集い、

語らえる場となっている。 

開店当初から彼らを指導してきた東海大の植

田特任助教は「こうした活動を通じて、まちづく

りの担い手が育っていくことが大事」と、将来に

繋ぐ思いを語っていた。 

２．地域交信カフェ「Three Café」  （札幌市南区・石山商店街振興組合） 
～ 東海大学生による「地域住民の交流」と「地域の魅力」を発信するカフェ ～ 

 

照会先   ■東海大学地域カフェ研究会 

(運営主体等)   札幌市南区石山１条３丁目１－３５ 

         e-mail  community.cafe.labo@gmail.com  facebook「地域カフェ研究会」 

       ■石山商店街振興組合（Tel 011-591-8639） 

 札幌市南区石山１条３丁目１−３０ 石山振興会館 

営業日：水・木・土・日 

営業時間：１１時から１８時ｋ 

mailto:community.cafe.labo@gmail.com
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■ 江戸末期に建造された蔵が復活 

 江差町は、北前船により古くから開けた港町

で、檜材とニシン取引に関連した問屋、蔵、社寺

などが現在も数多く残されている。 

江戸時代末期に建造されたと考えられる蔵が、

長年放置され、解体の危機にあったが「江差町歴

まち商店街協同組合」と、江差町の団体や個人等

で組織する「江差町いにしえ資源研究会」が、蔵

を活用したまちづくりについて検討してきた。 

特に資源が数多く集積している中歌町、姥神町

一帯の旧国道沿い地区（通称：いにしえ街道）は

「歴史を生かすまちづくり事業のモデル地区」と

して道から選定され、歴史を活かすまちづくりに

取り組んでいる。 

 

 

所有者から寄贈を受けた「旧日石土蔵」４棟の

うち１棟を改修し、平成２６年７月、地域住民の

活動・交流拠点として、「皐月蔵チャミセ」をオ

ープンした。江差町いにしえ資源研究会が運営し

ている。 

 

■ 地域住民と一体化したまちづくり 

 「蔵」は、道の地域づくり総合交付金で上下水 

 

道、電気、消防施設等を整備するとともに、トヨ 

タ財団からも助成を受け厨房を整備した。職人や

料理人の交流・育成により、他の蔵を利用した出

店など新規開業を支援している。 

 

また、町内の歴史的建造物や地域資源、歴史、

文化、伝統を活用した勉強会のほか、「蔵」を活用

した期間限定の交流カフェ、「いにしえ街道」を拠

点に全国から寄贈を受けた１７０組のひな人形

や「ねぶた行灯」の展示、多くの一般町民も参加

した「花嫁行列」などのイベントの開催などに取

り組んでいる。 

このような地元住民と一体化したまちづくり

の活動が評価され、平成２６年度には「手づくり

郷土賞」（国土交通省）に輝いた。 

 

■ 今後の展開 

 商店街では、滞在型観光推進の隘路となってい

るホテル・旅館不足を解決するため、商店街の空

き店舗を使った宿泊施設の検討を進めるととも

に、移住者を積極的に受け入れ、交流人口を増や

していきたいと、今後の意気込みを話していた。 

３．「皐月蔵（さつきぐら）チャミセ」（江差町・江差歴まち商店街協同組合） 
～ いにしえ街道に地域住民の活動・交流拠点オープン ～ 

照会先    ■江差町歴まち商店街協同組合 

（運営主体等）   檜山郡江差町字津花町 42 

          ＴＥＬ 0139-52-0626 

          HP（http://www.esashi.sakura.ne.jp/） 

http://www.esashi.sakura.ne.jp/
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■ 中島コンソーシアムの誕生 

 平成２２年に丸井今井デパートが閉店したこ

とで危機意識をもち、地元商店街が一丸となって

活性化に向けた取組を進めるべく、５つの商店街

による中島コンソーシアムが誕生した。街区の商

店数は２２２店舗でそのうち２１２店舗が傘下

の会員が占め、一体感のある商店街といえる。 

 平成２４年に商店街活性化法の認定を受け、

「コミュニティの場となる商店街」「多世代が訪

れる商店街」を目指し、国の補助金などを活用し

ながら、これまで様々な事業を展開してきた。 

 

■ フル稼働の「ふれあいサロン 

 ほっとな～る」 

 活性化事業の大きな柱の一つが平成２２年に

空き店舗を活用してオープンした、「ふれあいサ

ロンほっとな～る」だ。 

 

地域の方々が気軽に集い、交流し、共に地域を

考えるスペースとなればと開設した。オープン当

初から室蘭工大生との連携のもと、学生発のユニ

ークなアイデア事業を展開。その一つが最近注目

され始めてきている書評合戦「ビブリオバトル大

会」だ。ついには、５カ国のバトラーが参加した

世界大会まで開催するなど、本格的なイベントに

発展した。 

 

ほかにも、医師会や薬剤師会などと連携して定

期的に「健康講座」や「お元気講座」を開催。参

加者には室蘭工大開発の「介護ロボット」を試用

してもらい、ここで得られたデータを研究にフィ

ードバックするといった、まさに、地域が一体と

なった「健康づくり」が進められている。 

また、多種多様な人々が講師となって行う「居

酒屋塾コンソ」やコンサートなども開催しており、

平成２６年度の利用者数は、約１４，０００人に

のぼり、多世代の方々が訪れやすい交流の拠点と

して着実にその機能を果たしてきた。 

 

■ コミュニティを大事にした取組 

 コンソーシアムでは二月に１回、年金支給日に

無料買い物バス「お元気号」を運行。これに併せ

て「健康講座」も開催し、一日７便で運行してお

り、利用者は一日３００人と多い。来街者も丸井

今井があったころと比べるとまだ少ないものの、

若者が増え、減少にも確実に歯止めがかかってき

ているなど効果が見え始めてきている。空き店舗

への出店もここ３年間で２２店舗を数えた。 

小野寺代表は、「サロンの名前のように、これか

らも『ほっとな～る』商店街づくりに、派手さは

なくとも、地道に一歩ずつ前に進んでいきたい」

と語っていた。 

４.ふれあいサロン「ほっとな～る」 （室蘭市・中島商店会コンソーシアム) 
～多世代が訪れる商店街を目指し、室蘭工大や医師会等とのコラボレーション～ 

照会先     ■中島商店会コンソーシアム 

（運営主体等）    室蘭市中島町１丁目２４－２（01４３-5０-６６１１） 

           ＨＰ（http://www.nakajima-s.com/） 

 

健康講座の様子 

ビブリオバトルの様子 

http://www.nakajima-s.com/
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■ まちなか縁側プロジェクト始動 

 隣接する帯広市に複合ショッピングセンター

や大型量販店の開業による購買力の流出、また商

店経営者の高齢化に伴う廃業などを背景に、商店

街内の空き店舗数が増加し、早期に対策を講じる

必要があった。 

 平成２６年に町内の商工業者や主婦１４人で

構成される「まちなか縁側プロジェクト」を立ち

上げ、かっての賑わいを取り戻すべく、勉強会や

視察を重ねた結果、空き店舗を町民に開放し、何

が中心市街地に必要なのかを聞き取り、課題を検

証することとなった。 

 

■ にぎわいの創出に向けた模索 

 旧衣料品店と携帯電話ショップだった空き店

舗をそれぞれ「リビング café ENGAWA」 

「マルチスペース縁側ひろば」として、オープン

させた。  

 「ENGAWA」は、２０名ほど座れるテーブル

やソファを備え、飲み物の自動販売機や無線ＬＡ

Ｎを設置した上で、日中は自由に出入りでき、物

販やイベントなどにも使えるようにし、誰もが気

軽に立ち寄って休んだり、会話を楽しめる空間に

した。 

 

 

また、「縁側ひろば」は、会議やサークル活動

などに予約制で貸し出し、ともに料金は無料とし

た。 

実施してみると、「ENGAWA」では、銀行が

近く商店街の中心に立地していることもあり、買

い物ついでの休憩や学校帰りの小学生による勉

強場所として利用されるほか、フリーWiFi の設置

効果もあり、中学生や高校生など学生の姿も増え

ている。また、各種団体のイベントに活用され、

スケジュールは月の半分以上は埋まっている状

況。 

 

■ 継続化への課題 

 町の予算で事業を実施しているところである

が、いつまでも当てにできない。将来的には、自

立する上で、家賃や光熱費、人件費をどう捻出し

ていくかが課題。まずは、利用者を増やしていか

なければならないが、認知度向上に向けたＰＲが

必要と考えている。   

 空き店舗対策としては、町内に限らず、町外か

らも起業者を誘致する必要がある。今回の取組を

通し、武藤会長は、「少しでも空き店舗のシャッタ

ーをあけていきたい」と力強く語っていた。  

５．「まちなか縁側プロジェクト」   （芽室町・芽室町商店会連合会) 
～ 賑わい創出に向け、空き店舗を町民に無料開放 ～ 

照会先     ■芽室町商店会連合会        

（運営主体等）    芽室町東１条３丁目７番地 

           ＴＥＬ 0155-62-2230 
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■ 空き店舗活用方法の探求 

 根室市の中心市街地は、地元食品スーパーの閉

店や高齢化に伴う商店の廃業などにより、空き

地・空き店舗が目立つようになり、魅力ある商店

街の再構築が急務であるとの共通認識があった。        

このため、根室商工会議所が中心となって「根

室市中心市街地活性化推進協議会」を発足し検討

を進め、その一つの方法として空き店舗の活用を

探るために、平成１６年に「まちなかサロン恋問」

を開設。その店舗跡が調理可能だったこともあ

り、料理発表会をはじめ、フリーマーケットなど、

市民活動の場として１年間活動した。 

  

■ 市民の「憩い場所」へ 

 平成１７年からは現在の場所（空き店舗）へ移

転し、前の店舗より広いスペースを確保できたた

め、市民が自由に利用できる「憩いの場所」とし

ての機能はもとより、その広いスペースを安価な

料金で各種イベントなどに活用できるようにし

た。 

 パソコンやＷｉ-Ｆｉフリースポットの設置な

どにより、市内の外国人実習生や観光客、学生の

利用をはじめ、大型遊具の設置などにより小学生

の遊び場として機能するなど、その活用の幅が拡

がっている。また、サロンを活用した「土曜市」 

 

をはじめとするイベントの実施のほか、中心市街

地で開催される祭りの際に、参加者の待機場とし

て利用するなど、イベントを支える機能も発揮し

ている。 

運営に関しては、市からの補助金と利用料収入

によって賄っているが、利用料収入を安価に設定

していることもあり、そのほとんどを補助金に頼

らざるをえない状況である。 

 

■ 今後の課題 

サロンの運営に当たっては、市民より様々な意

見が寄せられており、引き続き活動したいと考え

ている。しかし、前述のとおり、その運営費用の

ほとんどが市からの補助金であり、将来に向け運

営を継続していくためには、利用料金以外の新た

な収入の確保も必要である。その一つとして飲食

の提供が挙げられるものの、調理用の設備がない。 

また、ミニシアター機器類を活用したイベントの

開催についても検討はしているものの、近隣への

騒音への懸念から実現に至っていない状況。      

一方、飲食の提供やイベントに対応できる条件を

満たす物件が無いため、移転も難しい状況にある。 

なお、協議会では、現在、空き店舗のみならず、

中心街にある空き地を活用した活性化策につい

ても検討を始めている。 

６．まちなかサロン恋問（こいとい） 
            （根室市・根室市中心市街地活性化推進協議会) 

～市民が自由に利用できる「憩いの場所」、「土曜市」の開催～ 

照会先     ■根室市中心市街地活性化推進協議会（根室商工会議所内） 
（運営主体等）    根室市松ヶ枝町２丁目 7番地（01５３-２４-２０６２） 

           ＨＰ（http://www.necci.or.jp/） 

土曜市の様子 

http://www.necci.or.jp/

